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 論文審査の結果の要旨
 一ノ瀬功提出の論文は含臭素テルペイノドの合成を目的としたポリエンの選択的臭素化反応に関
 するものであり,七章から構成きれている。第一章では,含臭素天然物について概説し,天然物か
 らヒントを得て2,4,4,6一テトラブロモシクロヘキサジエノン(TBCOと略)をポリエンの臭素
 化剤として考察したこと,また,実際の含臭素テルペイノドの合成においては天然物の生合成経路
 を考慮して行なうのが最も効果的であること等について議論している。二章においては、ポリエン
 のモデル化合物としてゲ'ラニルシァニドを用い・一章で考察したTBCOをAlX3(X=CLBr)
 存在下作用させると期待通り臭素化閉環反1,ホが起る乙とを見出し,TBCOの有用性について述べ
 ている。三,四章においては,ポリエンにTB(30を作用させるとポリエン0)特定の二重結合が位
 置選択的に反応に関与し,反応系に水やアルコールが存在する場合には相当するブロモヒドリンや
 ブロモエーテル化反応が起ること,および反応系に臭素や塩素陰イオンが共存する場合には位置選
 択的なジブロム化やブロモクロル化が起ることを見出している。これらの反応は含臭素天然物の合
 成に利用し得る新反応である。五章はTBCOによるポリエンの臭素化閉環反応に関するものであ
 る。シスファルネシル酸メチルにTBCOを作用させると高収率で生合成類似の反応による臭素化
 閉環体が得られることを見出している。第六章においてはTBCOを用いる天然物の合成について
 述べている。本研究によって明らかにされたTBCOO)反応性を利用して含臭素セスキテルペノィ
 ドであるα一,およびβ一スニデロールを相当する生合成前駆体から一挙に・また・スヒ。ロ骨格を
 もつ特異な天然物であるブロモーα一カミグレンの合成にも成功している。七章は二章から六章ま
 で0)詳細な実験の記述である。このように,木論文はプレニル前駆体が新しい試薬系,TBCOに
 よって選択的に臭素化きれることを明らかにし,同時に数種の含臭素テルペノィドの合成にも成功
 している。これらのことは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。
 よって,・一ノ瀬功提出の論文は,理学博十の学位論文として合格と認める。
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